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１
２
５
年
前
の
悲
劇
が
生
ん
だ
串
本
と
ト
ル
コ
の
友
好

エルトゥールル号遭難事故当時と変わらず、海を照らす樫野埼灯台の光。

映
画
『
海
難
１
８
９
０
』
公
開
記
念

　

親
日
国
と
し
て
知
ら
れ
る
ト
ル
コ
共
和
国
。

　

ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ま
た
が
り
、
日
本
か
ら

お
よ
そ
９
０
０
０
㎞
も
離
れ
た
国
が
親
日
国
と
な
っ

た
き
っ
か
け
が
串
本
町
に
あ
り
ま
す
。

　

１
８
９
０
年
に
起
き
た
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
遭

難
事
故
の
際
、
紀
伊
大
島
の
住
民
が
69
名
の
乗
組
員

を
救
出
。

　

無
事
祖
国
ま
で
送
ら
れ
た
69
名
は
、
こ
の
恩
を
忘

れ
ず
、
子
に
、
そ
し
て
孫
に
と
、
こ
の
史
実
を
語
り

継
い
で
い
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
95
年
後
の
１
９
８
５
年
に
は
、
戦
争
に

巻
き
込
ま
れ
た
日
本
人
を
ト
ル
コ
共
和
国
が
救
出
。

　

困
っ
て
い
る
人
に
手
を
差
し
伸
べ
る
。
私
た
ち
の

先
人
が
行
っ
た
善
意
が
時
を
超
え
て
、
多
く
の
日
本

人
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で
す
。

　

２
つ
の
史
実
を
も
と
に
し
た
映
画
も
製
作
さ
れ
、

串
本
と
ト
ル
コ
の
友
好
は
、
さ
ら
に
深
ま
り
ま
す
。

善
意
が
生
ん
だ
ト
ル
コ
と
の
強
い
絆
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ト
ル
コ
軍
艦
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
は
、

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
あ
る
タ
シ
ュ
ク
ザ
ク

造
船
所
で
建
造
さ
れ
た
木
造
フ
リ
ゲ
ー
ト

艦
で
す
。

　
19
世
紀
末
、
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
帝
国

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
と
の
不
平
等
条
約
に

苦
し
ん
で
お
り
、
皇
帝
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ハ
ミ

ト
２
世
は
、
明
治
維
新
後
同
様
の
立
場
に

あ
っ
た
日
本
と
の
平
等
条
約
締
結
の
促
進

と
、
１
８
８
７
年
の
小
松
宮
彰
仁
親
王
殿

下
・
同
妃
殿
下
一
行
の
ト
ル
コ
訪
問
に
対

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
と

日
本
へ
の
親
善
使
節
団

エルトゥールル号の歴史
親善使節団を乗せて遠路、日本まで航海したエルトゥールル号。
日本トルコ友好の礎となったエルトゥールル号とは――

イスタンブールに停泊中のエルトゥールル号。

トルコ軍艦エルトゥールル号　主要諸元

艦種 木造フリゲート

全長 79.2m（船首飾～船尾端）

76.2m（垂線間長）

艦幅 15.1m

深さ 7.1m

大きさ 2,334トン

速力 10ノット（時速18.52ｋｍ）

右／親善使節団の特
使オスマン・パシャ。
上／アリ・ベイ艦長。

す
る
返
礼
な
ど
の
目
的
で
、
日
本
へ
の
親

善
使
節
団
の
派
遣
を
計
画
。

　
親
善
使
節
団
の
特
使
に
オ
ス
マ
ン
・
パ

シ
ャ
（
派
遣
時
点
は
大
佐
で
日
本
へ
の
航

海
中
に
提
督
「
パ
シ
ャ
」
と
な
り
、
オ
ス

マ
ン
・
パ
シ
ャ
と
呼
ば
れ
た
）、
艦
長
に

は
ア
リ
・
ベ
イ
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
使
節
団
の
座
乗
艦
と
し
て
、
エ
ル

ト
ゥ
ー
ル
ル
号
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

建
造
さ
れ
て
か
ら
、
す
で
に
20
年
以
上
経

過
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
老
朽
艦
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

　
そ
の
た
め
、
日
本
ま
で
の
長
く
厳
し
い

航
海
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い

う
疑
念
も
あ
り
ま
し
た
。
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軍
楽
隊
や
多
数
の
海
軍
兵
学
校
修
了
生

な
ど
、
６
５
０
名
を
越
え
る
乗
組
員
を
乗

せ
た
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
は
、
１
８
８
９

年
７
月
14
日
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
を
出
港
。

途
中
、
各
地
の
イ
ス
ラ
ム
教
国
に
教
主
国

と
し
て
の
威
厳
を
示
し
な
が
ら
寄
港
し
、

熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
、
航
海
を
続
け
ま
し

た
が
、
日
本
に
至
る
ま
で
は
苦
難
の
連
続

と
な
り
ま
し
た
。

　
出
港
２
週
間
目
、
地
中
海
と
紅
海
を
結

ぶ
ス
エ
ズ
運
河
を
通
過
中
に
船
体
が
浅
瀬

に
乗
り
上
げ
て
し
ま
い
、
舵
と
舵
軸
を
損

傷
。
修
理
の
た
め
、
約
２
ヶ
月
を
費
や
し

ま
し
た
。

　
出
港
４
ヶ
月
後
に
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
到
着
。
し
か
し
、
ス
エ
ズ
運
河
で
の
予

定
外
の
滞
在
に
よ
り
日
程
が
大
幅
に
遅
延

し
た
た
め
、
本
来
吹
い
て
い
る
は
ず
の
季

節
風
が
止
み
、
燃
料
で
あ
る
石
炭
が
枯
渇
。

さ
ら
に
、
長
い
航
海
に
よ
り
、
船
体
が
大

き
く
損
傷
し
、
修
理
が
必
要
と
な
っ
た
た

め
、
お
よ
そ
４
ヶ
月
も
の
滞
在
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
８
９
０
年
６
月
７
日
、
つ
い
に
目
的

地
で
あ
る
横
浜
港
に
到
着
。
当
初
６
ヶ
月

の
予
定
で
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ

ル
が
続
い
た
た
め
、
予
定
よ
り
５
ヶ
月
も

長
い
11
ヶ
月
に
も
お
よ
ぶ
航
海
と
な
り
ま

し
た
。

1889年 7月14日 イスタンブールを出港

1889年 7月～9月 スエズ運河到着
浅瀬に乗り上げ、舵等を損傷

1889年 10月
アデンに寄港

ボンベイに寄港

1889年 11月 コロンボに寄港

1889年 11月
～1890年 3月

シンガポールに寄港
季節風が止んだこと、石炭不
足や船の損傷により足止め

1890年 3月～6月

サイゴンに寄港

香港に寄港

福州に寄港

長崎に寄港

神戸に寄港

1890年 6月7日 横浜に到着

ゥールル号航海史エルトゥゥ ルル

日
本
ま
で
の
長
い
航
海

エルトゥールル号の乗組員（幹部）

日
本
で
使
命
を
果
た
す

　
日
本
に
到
着
し
た
オ
ス
マ
ン
・
パ
シ
ャ

一
行
は
、
明
治
天
皇
に
謁
見
。
皇
帝
ア
ブ

ド
ゥ
ル
ハ
ミ
ト
２
世
よ
り
託
さ
れ
た
親
書

や
ト
ル
コ
最
高
勲
章
や
種
々
の
贈
り
物
を

天
皇
に
捧
呈
し
、
併
せ
て
両
国
の
修
好
と

い
う
皇
帝
の
意
を
天
皇
に
伝
え
ま
し
た
。

　
11
ヶ
月
に
も
お
よ
ぶ
長
い
航
海
を
経
て
、

よ
う
や
く
大
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た

の
で
す
。

　
そ
の
後
一
行
は
、
日
本
で
約
３
ヶ
月
滞

在
し
、
帰
国
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
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エルトゥールル号遭難現場。写真中央の奥に見える岩が船甲羅。

　
１
８
９
０
年
９
月
15
日
、
使
節
団
一
行

は
横
浜
港
を
出
港
、
帰
国
の
途
に
つ
き
ま

し
た
。

　
日
本
国
側
は
、
９
月
が
台
風
の
季
節
で

あ
り
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
が
建
造
後
20

年
以
上
を
経
た
木
造
船
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

出
発
の
延
期
を
勧
め
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
当
時
日
本
で
は
コ
レ
ラ
が
発

生
し
て
お
り
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
乗

組
員
に
も
蔓
延
。
10
余
名
が
亡
く
な
り
、

検
疫
の
た
め
、
長
期
間
足
止
め
を
食
っ
た

こ
と
か
ら
オ
ス
マ
ン
・
パ
シ
ャ
は
、
こ
れ

以
上
帰
途
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
と
、
同
日

横
浜
港
を
出
港
し
神
戸
を
目
指
し
ま
し
た
。

嵐
の
海
へ

エルトゥールル号の悲劇
帰国の途についたエルトゥールル号を待ち受ける悲しい運命――
紀伊大島沖で台風に遭遇、舵の自由を奪われ、岩礁に激突し沈没。
事故を知った島民により懸命な救助活動が行われた。

溺
れ
る
な
ど
、
オ
ス
マ
ン
・
パ
シ
ャ
以
下

５
８
０
余
名
が
殉
職
、
生
存
者
は
わ
ず
か

に
69
名
と
い
う
未
曾
有
の
海
難
事
故
と
な

り
ま
し
た
。

　
現
場
周
辺
に
居
合
わ
せ
た
高
野
友
吉
氏

は
、
自
力
で
断
崖
を
這
い
あ
が
っ
て
き
た

生
存
者
と
遭
遇
。
事
故
を
知
り
、
す
ぐ
に

集
落
に
戻
り
、
区
民
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
樫
野
埼
灯
台
に
も
生
存
者
が
助
け
を
求

め
て
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
灯
台
守
は
、

国
名
を
尋
ね
ま
し
た
が
、
言
葉
が
通
じ
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
各
国
の
国
旗
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
資
料
を
示
し
た
と
こ
ろ
、
ト
ル

コ
国
旗
を
指
し
た
の
で
、
負
傷
者
が
ト
ル

コ
人
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
横
浜
を
出
港
し
て
、
翌
日
の
９
月
16
日

午
後
９
時
頃
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
は
串

本
町
大
島
樫
野
崎
沖
を
航
行
中
、
台
風
に

遭
遇
。
船
は
猛
烈
な
波
浪
と
強
風
に
よ
り
、

瞬
く
間
に
自
由
を
失
い
、
次
第
に
樫
野
崎

に
寄
せ
ら
れ
、
船
甲
羅
岩
礁
に
激
突
し
た

の
で
す
。

　
船
体
破
損
部
か
ら
流
入
し
た
海
水
が
機

関
に
入
り
、
水
蒸
気
爆
発
を
引
き
起
こ
し
、

船
は
大
破
。
乗
組
員
は
海
に
吹
き
飛
ば
さ

れ
、
爆
発
に
よ
る
火
傷
や
荒
れ
狂
う
海
で

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
遭
難

上／第一発見者の高野
友吉氏。右／当時の樫
野埼灯台。
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Interview

右／神戸の病院で手当を受けたエルトゥー
ルル号の生存者。上／生存者をトルコまで
送り届けた軍艦「金剛」。

　
そ
し
て
、
大
島
の
島
民
は
、
言
葉
も
通

じ
な
い
ト
ル
コ
人
に
、
衣
類
を
は
じ
め
、

芋
や
貴
重
な
タ
ン
パ
ク
源
で
あ
る
卵
を
産

む
鶏
も
食
料
と
し
て
、
惜
し
げ
も
な
く
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
島
民
の
介
護
の
お
か
げ
で
、
徐
々
に
体

力
を
回
復
し
た
生
存
者
は
、
神
戸
の
病
院

に
移
送
さ
れ
、
手
当
て
を
受
け
た
後
、
日

本
の
軍
艦
「
比
叡
」
と
「
金
剛
」
に
よ
っ

て
、
無
事
祖
国
で
あ
る
ト
ル
コ
に
送
り
届

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
他
村
の
協
力
も
得
て
、
事
故

で
亡
く
な
っ
た
方
の
収
容
と
埋
葬
も
行
わ

れ
て
お
り
、
事
故
の
翌
年
に
は
、
最
初
の

慰
霊
碑
が
樫
野
崎
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
事
故
を
知
っ
た

大
島
の
島
民
は
、
不
眠
不
休
で
献
身
的
な

救
助
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
40
メ
ー
ト
ル
近
い
崖
を
下
り
、
体
の
大

き
な
ト
ル
コ
人
を
救
出
す
る
た
め
、
１
人

が
負
傷
者
を
背
負
い
、
別
の
人
が
後
ろ
か

ら
押
し
、
さ
ら
に
崖
の
上
か
ら
縄
で
引
き

上
げ
る
。
ト
ル
コ
人
１
人
を
助
け
る
た
め

に
３
人
が
か
り
で
救
出
を
行
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
救
出
さ
れ
た
負
傷
者
の
冷

え
切
っ
た
体
を
温
め
る
な
ど
、
１
人
で
も

多
く
の
命
を
救
う
た
め
、
懸
命
な
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

不
眠
不
休
の
救
助
活
動

事故当時の様子を克明に記録

沖周大島村長の日記
　事故当時、大島村
の村長であった沖周
氏はエルトゥールル
号事件の詳細を「土
耳其軍艦エルトグ
ロール号難事取扱ニ

係ル日記」として、残しています。
　この日記は、当時の貴重な資料とし
てトルコ記念館に保管されています。

　エルトゥールル号の海難事故が起
こったのは、私の祖父が１１歳の時
でした。
　当時、樫野には６０戸くらいの家
があり、全員が救出に携わったとの
ことです。陸から捜索を行う者、素
潜りで遺体の引き上げを行う者など、

役割を決め救助活動が行われました。
　過酷な状況だったと思いますが、
「つらかった、苦しかった」という
ことは聞いていません。生存者が帰
国の途に就いた後は「みんな無事に
トルコに帰れたのかな」と心配する
話ばかりだったとのことです。

救援者の子孫に聞く事故当時の様子

Pick up

濵
はまの

野　三
みつのり

功 さん
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ト
ル
コ
共
和
国
の
恩
返
し

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
事
故
か
ら
95
年
後
の
１
９
８
５
年
。

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
の
中
、
日
本
人
の
危
機
を
ト
ル
コ
共
和
国
が
救
助
。

自
国
民
よ
り
日
本
人
を
優
先
し
て
助
け
て
く
れ
た
理
由
と
は
―
―

　
１
９
８
５
年
３
月
17
日
、
イ
ラ
ク
の
フ

セ
イ
ン
大
統
領
が
「
48
時
間
の
猶
予
期
限

以
降
、
イ
ラ
ン
上
空
を
飛
ぶ
航
空
機
は
民

間
機
で
あ
っ
て
も
無
差
別
に
攻
撃
す
る
。」

と
の
声
明
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
イ
ラ
ン
在
住
の
外
国
人
は
命
の
危
険
を

感
じ
、
一
斉
に
出
国
。
当
時
、
イ
ラ
ン
に

在
住
し
て
い
た
日
本
人
も
出
国
を
試
み
ま

し
た
が
、
各
国
の
航
空
会
社
は
自
国
民
を

優
先
し
て
搭
乗
さ
せ
て
い
た
た
め
、
な
か

な
か
飛
行
機
に
乗
れ
ず
、
多
く
の
日
本
人

が
イ
ラ
ン
を
出
国
で
き
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
救
援
機
の
要
請
も
さ
れ
ま
し
た
が
、
乗

務
員
の
安
全
が
確
保
で
き
な
い
と
の
理
由

か
ら
、見
送
ら
れ
、刻
々
と
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ

ト
が
迫
る
な
か
、
日
本
人
は
、
脱
出
す
る

方
法
が
な
く
、
途
方
に
暮
れ
て
い
ま
し
た
。

恐
怖
の
声
明

　
そ
ん
な
時
、
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
て

く
れ
た
の
が
ト
ル
コ
共
和
国
で
す
。

　
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
が
迫
る
３
月
19
日
、

ト
ル
コ
共
和
国
か
ら
救
援
機
が
来
る
と

知
っ
た
日
本
人
は
、「
ど
う
し
て
ト
ル
コ

が
」
と
い
う
気
持
ち
を
抱
き
な
が
ら
テ
ヘ

ラ
ン
の
メ
ヘ
ラ
バ
ー
ド
空
港
に
移
動
。
ト

ル
コ
か
ら
駆
け
つ
け
た
救
援
機
に
よ
り
、

無
事
出
国
で
き
た
の
で
す
。

　

　
当
時
、
テ
ヘ
ラ
ン
に
は
多
く
の
ト
ル
コ

人
も
在
住
し
て
い
ま
し
た
が
、
航
空
機
を

日
本
人
に
提
供
し
、
陸
路
で
避
難
を
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
、
日
本
人
の
た
め
に
そ
こ
ま
で
し

て
く
れ
た
の
か
、
わ
か
ら
ず
に
い
た
と
こ

ろ
、
ト
ル
コ
側
か
ら
「
私
た
ち
は
エ
ル

ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
借
り
を
返
し
た
だ
け

す
。」と
の
コ
メ
ン
ト
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
恩
返
し

日本人を助けられたこと
は私の誇り。

危険をかえりみず、テヘランの日本人を救出

トルコ航空の元機長

故　オルハン・スヨルジュ さん

　スヨルジュさんは生前、串本を訪問され、エル
トゥールル号遭難慰霊碑で行われた献花式典に参
加されました。
　２０１４年３月には、故人を追悼する「友好の
灯火」が同慰霊碑で行われました。

　日本に対する親近感は当時から抱いて
おり、日本人を助けに行った全員がエル
トゥールル号の史実を知っていました。
　テヘランでは、取り残された日本人全員
を助けられたことを誇りに思うし、エル
トゥールル号事件の際、お世話になった日
本人に恩返しができました。

（２０１１年３月２７日、当町訪問時のコメント）
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串
本
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
私
は
命
を

救
わ
れ
ま
し
た
。

　
１
９
８
５
年
２
月
24
日
か
ら
、
私
は
仕

事
の
関
係
で
テ
ヘ
ラ
ン
に
い
ま
し
た
。

　
３
月
に
入
る
と
情
勢
が
一
気
に
悪
化
。

12
日
に
は
、
日
本
人
が
多
く
住
ん
で
い
た

場
所
が
空
爆
さ
れ
、
イ
ラ
ン
を
脱
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
航
空
機
で
脱
出
を
試
み
ま
し
た
が
、
各

国
の
航
空
機
は
自
国
民
が
優
先
さ
れ
、
一

機
に
つ
き
、
数
名
ず
つ
く
ら
い
し
か
日
本

人
は
乗
れ
ま
せ
ん
。

　
３
月
17
日
に
は
、
フ
セ
イ
ン
大
統
領
が

「
19
日
の
午
後
８
時
以
降
、
イ
ラ
ン
の
上

空
を
飛
ぶ
飛
行
機
は
全
て
、
攻
撃
す
る
」

と
宣
言
。
さ
ら
に
、
日
本
か
ら
の
救
援
機

も
来
な
い
と
知
り
、
イ
ラ
ン
を
脱
出
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
、
日
本
大
使
館
か
ら
ト
ル
コ

航
空
の
救
援
機
が
来
る
こ
と
が
知
ら
さ
れ
、

飛
び
上
が
っ
て
喜
び
ま
し
た
。
こ
れ
が
19

日
の
早
朝
で
す
。

　
当
時
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
事
件
の
事

を
知
ら
な
か
っ
た
私
は
、
な
ぜ
ト
ル
コ
が

助
け
に
来
て
く
れ
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
空
港
に
到
着
し
、
搭
乗
券
を

も
ら
っ
た
と
き
は
、
生
き
て
帰
れ
る
と
い

う
思
い
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　
全
員
が
乗
り
終
え
る
と
、
飛
行
機
は
す

ぐ
に
離
陸
し
ま
し
た
が
、「
飛
行
機
そ
の

も
の
を
爆
撃
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。」

そ
う
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

機
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
ト
ル
コ
に
入
っ
た
こ

と
が
告
げ
ら
れ
た
時
は
、
本
当
に
安
堵
し

ま
し
た
。

　
２
０
１
０
年
、
当
時
私
た
ち
を
助
け
て

く
れ
た
方
々
に
お
会
い
し
、
当
時
の
キ
ャ

ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
さ
ん
に
「
い
つ
撃
墜

さ
れ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
飛
行
機
で
よ
く

助
け
に
き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。」
と
声

を
か
け
ま
し
た
。
す
る
と
「
昔
、
ト
ル
コ

人
が
日
本
人
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
だ
か

ら
、
私
た
ち
は
日
本
人
を
助
け
る
た
め
に
、

こ
の
仕
事
に
携
わ
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思

い
ま
す
。」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
事
件
の
時
、
紀
伊

大
島
の
方
々
が
命
が
け
で
ト
ル
コ
の
人
を

助
け
た
こ
と
。
そ
し
て
、
慰
霊
碑
の
清
掃

な
ど
を
ず
っ
と
続
け
て
く
れ
た
お
か
げ
で

私
は
命
を
救
わ
れ
ま
し
た
。

①日本人を救出したトルコ空港
のDC10 型機。テヘランに残さ
れた日本人を救出するため、ト
ルコから派遣されました。（写
真提供Turkish Airlines）②大
島小学校で自身の体験を児童に
伝える沼田さん。２０１４年に
は、串本ふるさと大使に就任さ
れ、串本町の宣伝もしていただ
いています。

トルコ航空機により救出された

沼田　凖一 さん

12
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史
実
を
後
世
に
語
り
継
ぐ

級
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
規
模
に
膨
ら
み
ま
す
。

　
多
く
の
関
係
者
の
支
援
と
協
力
に
よ
り
、

映
画
『
海
難
１
８
９
０
』
は
２
０
１
４
年

12
月
14
日
に
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
。
日
本
と
ト

ル
コ
で
の
撮
影
を
経
て
、
２
０
１
５
年
12

月
５
日
、
全
国
公
開
と
な
り
ま
す
。

　
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
と
テ
ヘ
ラ
ン
の
日

本
人
救
出
を
題
材
に
し
た
壮
大
な
映
画
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
10
年
前
に
田
嶋
町
長
か

ら
大
学
時
代
の
旧
友
で
あ
る
田
中
光
敏
監

督
に
出
さ
れ
た
１
通
の
手
紙
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

　
２
０
０
９
年
に
は
、
田
中
監
督
が
串
本

へ
視
察
に
訪
れ
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の

史
実
を
詳
し
く
知
り
、
映
画
化
に
向
け
て

の
構
想
が
練
ら
れ
ま
し
た
。

　
翌
年
の
日
本
ト
ル
コ
友
好
１
２
０
周
年

事
業
の
際
に
、
関
係
者
に
企
画
書
を
配
り
、

協
力
を
募
り
ま
し
た
。
同
年
、
ト
ル
コ
の

文
化
観
光
大
臣
の
賛
同
を
得
た
こ
と
で
、

映
画
製
作
は
大
き
く
動
き
出
し
た
の
で
す
。

　
２
０
１
４
年
に
は
、
安
倍
首
相
と
エ
ル

ド
ア
ン
大
統
領
の
後
押
し
が
あ
り
、
国
家

映
画
化
ま
で
の
道
の
り

　
映
画
『
海
難
１
８
９
０
』
で
の
エ
ル

ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
事
故
に
関
す
る
撮
影

は
串
本
町
で
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
撮
影
は
、
荒
船
海
岸
、
阿
野
木
漁
港
、

阿
野
木
展
望
台
、
袋
港
周
辺
海
岸
の
４
ヶ

所
で
実
施
。

　
11
ペ
ー
ジ
で
は
、
町
内
に
建
て
ら
れ
た

オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
建
て
る
前

と
建
て
た
後
を
対
比
さ
せ
な
が
ら
ご
紹
介

し
ま
す
。

串
本
の
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト

１
通
の
手
紙
か
ら
始
ま
っ
た
映
画
化
に
向
け
た
取
り
組
み
。

２
つ
の
史
実
を
も
と
に
し
た
映
画
製
作
は
や
が
て
、

日
本
ト
ル
コ
合
作
と
い
う
国
家
級
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
る
―
―

荒船海岸で映画撮影に臨むキャストの方々。右から忽那汐里さん。内野聖陽さん。ケナン・エジェさん。田中光敏監督。
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荒船海岸ロケ地

海岸の一部分に明治時代の樫野
集落を見事に再現したセットが
建てられました。

（串本町田原）

阿野木展望台ロケ地

展望台のあった場所に、本物と
しか思えない岩の見晴らし台が
制作されました。

（串本町樫野）

阿野木漁港ロケ地

漁港の一角に、明治時代、大島
にあった遊郭のオープンセット
が建てられました。

（串本町樫野）

（C）2015 Ertugrul Film Partners
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映
画
『
海
難
１
８
９
０
』
の
撮
影
が
串

本
で
も
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
す
る
と
、

映
画
支
援
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

撮
影
現
場
の
清
掃
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
８
９
０
年
の
明
治
時
代
と
い
う
設
定
で

あ
る
た
め
、
そ
の
時
代
に
は
存
在
し
な
い

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
を
撮
影
現
場
か
ら
す

べ
て
撤
去
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
撮
影
期
間
中
に
は
、
町
内
の
女
性
団
体

や
有
志
の
方
々
に
よ
る
炊
き
出
し
も
２
回

行
わ
れ
、
提
供
さ
れ
た
あ
た
た
か
い
料
理

は
、
寒
空
の
中
、
映
画
の
撮
影
に
精
を
出

す
関
係
者
の
方
々
に
大
好
評
で
し
た
。

　
ま
た
、
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
多
く
の

方
々
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
13

ペ
ー
ジ
で
は
、
エ
キ
ス
ト
ラ
に
参
加
さ
れ

た
方
の
お
話
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

温
か
い
支
援

多
く
の
協
力
を
得
た
映
画
撮
影

２
０
１
５
年
１
月
初
旬
か
ら
２
月
中
旬
に
か
け
て
、

串
本
町
で
行
わ
れ
た
映
画
撮
影
。
ロ
ケ
地
の
清
掃
や
炊
き
出
し
な
ど
、

多
く
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
撮
影
が
進
め
ら
れ
た
―
―

Interview

映画支援団体としての活動

　映画『海難１８９０』を地元から
支援するために設立されたのが「映
画製作準備委員会」と「くしもとフィ
ルムサポーターズ」です。
　映画化が決まった時は、地元が映
画の舞台になるということで、本当
に嬉しかったですね。
　串本のロケ地が決定してからは、
ロケ地の清掃やセットに必要な流木

などの資材調達、エキストラの募集
を行い、撮影がスムーズに進むよう
に務めました。エキストラには町内
外から延べ１９０人が参加し、撮影
に協力していただきました。
　この映画は全国で公開されるので、
多くの方に観ていただき、舞台と
なった串本にもぜひ来てもらいたい
ですね。 代表 島

しま の

野　靖
　やすし

 さん

映画製作準備員会、
くしもとフィルムサポーターズ

①ロケ地となった荒船海岸の清掃を行う映画支援団体とボランティアの方々。②
③樫野崎と荒船の両ロケ地で行われた炊き出しの様子。
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Interview

エキストラとして映画撮影に参加して

　撮影場所（荒船海岸）は子どもの頃、住んでい
た所で、セットが建てられた浜辺もよく遊んでい
ました。あの土地には、すごく思い入れがあった
ので、ぜひエキストラに参加したかったんです。
　撮影に関わった方、全員が一生懸命で本当に感
動しましたし、スタッフの方にもいろいろと気を
遣ってもらいましたね。
　映画を製作する大変さを肌で感じました。
　映画が公開されたら、たくさんの人に観ても
らってヒットして欲しいし、トルコとの友好関係
もさらに広まってくれれば嬉しいですね。

奥
おくむら

村　文
ふみこ

子 さん

撮影に参加できて
本当に嬉しかった

　真冬での撮影で、衣装も薄く、外で待つことが
長かったため、本当に寒かったのですが、面白い
経験をさせてもらいました。
　荒船海岸での撮影のとき、セットに使用されて
いた魚を仕分けする道具を子どもの頃、漁港など
で見た記憶があり、懐かしく感じましたね。
　串本の史実が描かれている作品なので、映画が
公開されたら必ず観に行きます。
　イラン・イラク戦争の日本人救出の背景には、
この串本で起こったエルトゥールル号事件があっ
たことを多くの人に知ってもらいたいですね。

後
ごとう

藤　明
あきひろ

洋 さん

多くの人にこの史
実を知ってほしい

　事前に寒いと聞いて、ある程度は覚悟していま
したが、想像以上の寒さでしたね。待ち時間もあ
りましたが、その間に撮影風景も見ることができ、
現場にいないとわからないことも知ることができ
たので、参加して本当に良かったです。
　映画が公開され、この串本でこんなにすごい史
実があったんだということを多くの人に知ってほ
しいと思っています。
　そして、映画を観た人が串本に来てくれること
を期待しています。串本が有名になり、串本に行
きたいという人が増えてくれれば嬉しいですね。

松
まつした

下　修
しゅうや

也 さん

映画で串本が有名
になってほしい

　地元で行われる撮影で、なかなか経験できない
ことなので、エキストラに応募しました。
　メイクや着付けをしっかりとしてもらい、現場
に向かいました。応募した時は、隅の方で立って
いるくらいだと思っていましたが、動作などいろ
いろと指示があったので、びっくりしましたね。
　撮影も間近で見ることが出来たし、本当に楽し
かったです。映画で自分が参加したシーンがきた
らつい探してしまいそうです。
　この映画で多くの人に日本とトルコの友好の話
を知ってもらえたらと思っています。

谷
たに

　　奈
ななえ

苗 さん

普段経験できない
貴重な体験でした
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こ
の
友
好
を
永
遠
に

「
絆
」
と
は
、
大
変
素
晴
ら
し
い
言
葉

で
す
。
し
か
し
、
実
際
の
「
絆
」
は
、
簡

単
に
結
ば
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

時
間
を
か
け
、
相
手
を
思
う
心
が
あ
っ

て
、
初
め
て
強
い
「
絆
」
が
生
ま
れ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

１
２
５
年
前
に
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の

遭
難
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を

語
り
継
が
な
け
れ
ば
、
話
は
そ
こ
で
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
歴
史
は
語
り
継
が

な
け
れ
ば
消
え
て
し
ま
う
の
で
す
。

事
故
が
起
こ
り
、
そ
の
後
も
、
地
域
の

方
々
が
慰
霊
碑
の
清
掃
を
続
け
、
行
政
も

定
期
的
な
追
悼
式
典
の
開
催
や
献
花
を
欠

か
さ
ず
行
っ
て
き
た
こ
と
で
お
互
い
の
信

頼
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
き
、
そ
れ
が
強

い
「
絆
」
を
生
ん
だ
の
で
す
。

ト
ル
コ
の
方
々
が
串
本
を
訪
問
し
、
エ

ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
慰
霊
碑
に
立
ち
寄
っ

た
際
、
慰
霊
碑
が
綺
麗
に
保
た
れ
て
い
る

こ
と
を
本
当
に
感
謝
し

て
く
れ
ま
す
。
遠
い
異

国
の
地
で
無
念
に
も
命

を
落
と
さ
れ
た
殉
難
将

士
を
弔
う
私
た
ち
の
気
持
ち
は
、
ト
ル
コ

の
方
々
に
も
伝
わ
り
、
さ
ら
な
る
友
好
関

係
へ
と
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
友
好
関
係
は
、
や
が
て
日
本
と
ト

ル
コ
、
両
国
を
動
か
す
友
好
関
係
に
ま
で

発
展
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
、
製
作
さ
れ
た
日
本
ト
ル
コ
合
作

映
画
『
海
難
１
８
９
０
』。
こ
の
映
画
で

も
日
本
ト
ル
コ
両
政
府
の
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

こ
の
映
画
を
製
作
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
が
、
13
年
前
に
無
量
寺
で
発
見

さ
れ
た
１
通
の
手
紙
で
す
。

こ
の
手
紙
は
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
事

故
の
際
、
負
傷
者
の
治
療
に
あ
た
っ
た
医

師
が
治
療
費
の
清
算
を
求
め
ら
れ
た
時
に

映画製作のきっかけとなった貴重な資料

治療を行った医師の手紙

串本町長 田
たし ま

嶋 勝
かつまさ

正

「
絆
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
と

映
画
に
込
め
ら
れ
た
想
い

Pick up

送
り
返
し
た
文
章
の
控
え
で
し
た
。
そ
こ

に
は
、
施
術
料
を
遭
難
者
に
寄
付
す
る
旨

の
内
容
が
書
か
れ
て
お
り
、
先
人
の
行
動

に
本
当
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

ど
う
す
れ
ば
こ
の
史
実
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
か
を
考
え
、
至
っ
た
答
え
が

映
画
で
し
た
。そ
の
後
、大
学
の
旧
友
だ
っ

た
田
中
光
敏
監
督
に
手
紙
を
出
し
映
画
化

へ
の
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
た
の
で
す
。

こ
の
映
画
は
、
世
界
に
誇
れ
る
日
本
の

「
史
実
」
や
「
真
心
」
を
後
世
に
語
り
継

ぐ
た
め
の
１
つ
の
手
段
で
す
。
１
人
で
も

多
く
の
方
に
観
て
い
た
だ
き
、
日
本
と
ト

ル
コ
の
友
好
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

医師が薬代や治療費を清算するよう求めた政府に
対して返答した手紙の内容（要約）。
「初めから薬価施術料を請求するつもりはなく、た
だ負傷者の痛ましい様子を見て、助けたい一心で
行ったのであり、費用は遭難者へ寄付いたします。」
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受
け
継
が
れ
る
思
い

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
事
故
か
ら
１
２
５
年
。

現
在
も
樫
野
区
の
方
々
や
大
島
小
・
中
学
校
の
児
童
、
生
徒
は

慰
霊
碑
の
清
掃
を
行
い
、
追
悼
歌
を
捧
げ
る
な
ど
、

殉
難
将
士
の
御
霊
を
弔
っ
て
い
ま
す
。

１
２
５
年
と
い
う
長
い
間
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
思
い
を

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
絶
や
す
こ
と
な
く
、

次
の
世
代
へ
と
繋
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

串
本
と
ト
ル
コ
の
友
好
が
永
遠
に
続
く
よ
う
に
―
―
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 News
　福祉課からのお知らせ

平成２８年度串本町学童保育所のご案内

◇お問い合わせ先
　串本町役場福祉課　℡０７３５－６２－０５６２

◇学童保育所とは　
　保護者の就労等により、放課後、帰宅しても保護者が家庭にいない小学校在
籍児童の保育を行い、放課後における児童の安全の確保および健全育成を図る
ものです。

◇入所対象児童
　町内に住所を有し、小学校に通学する児童で、
保護者が就労等のため、放課後保育に欠け、他
に保護者に代わる者がいない児童。
（串本学童保育所・古座学童保育所・出雲学童
保育所では、６年生まで受け入れることが可能
ですが、入所希望児童が多数の場合は必要性が
高い児童を優先します。）
◇学童保育入所の手続き
　申込書等必要書類は、平成２８年１月４日よ
り、福祉課または各学童保育所にてお受け取り
ください。
　提出先につきましても、福祉課または学童保
育所へお願いします。

◇入所申込みに必要な書類
①学童保育所入所申込書
②父・母の就労証明書
③通所経路図　
④源泉徴収票（平成２７年分）　　　
※自営業の方は、後日、確定申告書（写し）の
　提出をお願いします。
◇申込期間　※土曜日・日曜日、祝日を除く
　平成２８年１月４日（月）
　　　　　　　　～平成２８年１月２９日（金）
　上記の期間中に受付を行います。
　期間厳守となりますので、学童保育の利用を
希望される方は、期間中に忘れず、申し込みを
行ってください。

施設名 住所 電話番号 定員

串本学童保育所 串本７７６  ０７３５－６２－６４６６ ４０名

古座学童保育所（上野山保育園） 上野山１４３  ０７３５－７２－３５７１ ４０名

潮岬学童保育所（上野山保育園） 潮岬１７０７－２  ０７３５－６２－２２３０ ２０名

出雲学童保育所（上野山保育園） 出雲１６１７－２１  ０８０－１５０８－６５１８ ４０名

◇学童保育所の所在地

※定員数の都合上、潮岬学童保育所への入所利用希望児童は潮岬小学校児童１年生のみ入所可能と
し、潮岬小学校児童２年生以上につきましては、タクシーを利用し、出雲学童保育所への通所と
させていただきます。

☆平成２８年度からの学童保育事業の拡充について☆
　最近の学童保育所の需要の高まりを受け、現在串本町では、事業の拡充について検討を行ってい
ます。
　詳細につきましては、平成２８年１月号の広報に掲載します。
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　水道課からのお知らせ

水道料金の納め忘れはありませんか？
　水道料金は、安全でおいしい水を供給するた
め、水道管路の更新や施設の維持などの費用と
して使われます。未納の水道料金があると、こ
うした費用に不足が生じ、水道料金の値上げに
もつながりかねません。また、きちんとお支払
いいただいた方々の水道料金だけでこれらの費
用を賄うことになり、不公平が生じます。
　水道料金は納期限までに必ず納付くださいま
すようご協力をお願いします。

　水道料金を４ヶ月以上滞
納すると、串本町給水条例
に基づき給水が停止される
ことがありますので、ご注意ください。
　納付についてのご相談は、串本町役場水道課　
料金グループまでお申し出ください。
◇お問い合わせ先
　串本町役場水道課
　℡０７３５－７２－００８２

　総務課からのお知らせ

　串本町では、平成２７年度串本町職員採用試験を実施します。

串本町職員採用試験のご案内

◇募集職種および受験資格
①一般事務職　２人程度
　昭和６０年４月２日以降に生まれた人
②保健師　　　１人程度
　昭和５５年４月２日以降に生まれた人で、保
健師免許を有する人または平成２８年３月３１
日までに実施の国家試験により保健師免許を取
得見込みの人。
◇試験日時
　第一次試験　平成２８年１月２４日 (日 )
　第二次試験　2月中旬～下旬
　※申込者が少数の場合は第一次試験と同日に　
　　実施します。
　※試験会場は、受験申込者にお知らせします。
◇受付期間
　平成２８年１月７日 (木 ) まで
　午前８時３０分～午後５時まで
　※土曜日、日曜日、祝日を除く。
◇提出書類
(1) 受験申込書 (町指定用紙 )

(2) 返信用封筒 ( 長形
３号の封筒に住所およ
び氏名を記入し８２円
切手を貼付してください。)
【受験申込書配布先】
　串本町役場総務課、　串本町ホームページ
◇提出方法
　必要書類を整え、串本町役場総務課へ直接提
出してください。
　郵送の場合は必ず特定記録郵便または簡易書
留で郵送することとし、封筒の表に「職員採用
試験申込」と朱書きし、「〒６４９－３５９２　
和歌山県東牟婁郡串本町串本１８００番地　串
本町役場総務課」あてに郵送してください。受
付期間最終日必着とします。
◇採用
　平成２８年４月１日
◇お問い合わせ先
　串本町役場総務課
　℡０７３５－６２－０５５５
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 News
　総務課からのお知らせ

町営住宅入居者募集のお知らせ
◇募集団地

団地名 所在地 住宅の間取り 募集戸数 月額家賃

大浦団地［S５４］
（０１４号）

串本町西向
１４９１番地１

４DK
簡易耐火構造２階建て

1戸 １４，６００円～２８，６００円

※入居の際には月額家賃３ヶ月分の敷金が必要です。

◇申込用紙の配布・受付の日程
【期間】　平成２７年１２月８日（火）
　　　　　　　～平成２７年１２月２１日（月）
※ただし、土曜日、日曜日は除きます。
【時間】　午前８時３０分～午後５時１５分　
【場所】　串本町役場本庁舎　総務課
（申込用紙については、本庁舎・分庁舎の住民
課でも配布します。）
※分庁舎では、受付をしておりません。
◇申込資格
①串本町内に住所または勤務先を有する方。
②現に住宅に困窮していることが明らかな方。
③同居しようとする親族があり、本人を含めて
　２人以上の世帯であること。
　ただし、老人・障がい者・その他特に居住の
　安定を図る必要がある方として条例で定める
　方については、単身で入居することができる。

④町税などの滞納がないこと。
⑤本人および同居人の収入を加算して、年間所
　得金額が条例の規定以内であること。
⑥警察署と協定する、法律に規定の暴力団員で
　ないこと。
⑦現在、公営住宅に入居していないこと。(た
　だし、世帯分離し独立される方を除く )
※その他の事項については法令を遵守します。
◇申込に必要な書類
①町営住宅入居申込書
②収入証明書 (所得証明書）
③納税証明書　
④住民票
⑤婚姻証明書（※該当者のみ）
◇お問い合わせ先
　串本町役場総務課　
　℡０７３５－６２－０５５５

　福祉課からのお知らせ

臨時福祉給付金の申請について
　臨時福祉給付金について、平成２７年１２月
１日をもって申請期間が終了となります。
　原則として、申請期間外の申請は受け付けで
きませんが、やむを得ない事由のために申請が
できなかった方については、平成２８年３月
３１日（木）まで申請を受け付けします。
◇お問い合わせ先
　串本町役場福祉課　臨時福祉給付金係
　℡０７３５－６２－０５６２

〔やむを得ない事由とは〕
①災害等により、申請期間内に申請ができな
かった場合
②当初、平成２７年度分の町民税（均等割）の
課税者だった方が、その後の税務調査等によ
り非課税者となったが、申請期間を既に過ぎ
ていた場合
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　住民課からのお知らせ

マイナンバー制度について

◇お問い合わせ先　串本町役場住民課　℡０７３５－６２－０５６１

　１人１人の個人番号（マイナンバー）を通知する個人番号の通知カードの発送が始まりました。
　１世帯ごとに１つの封筒で郵送されます。このカードはあなたの番号をお知らせするものですの
で大切に保管しておいてください。
　通知カードの再発行には５００円の手数料が必要となりますのでご注意ください。

 News

例）まぐトル君の代わりにマイナちゃんが役場に行く場合
◇マイナちゃん（任意代理人）が役場へ持っていくもの◇
①マイナちゃんの印鑑、②まぐトル君の運転免許証、③マ
イナちゃんの運転免許証、④まぐトル君が記入した委任状

＜まぐトル君＞
通知カード
取って来て！！

＜マイナちゃん＞
わかった！

◇役場で受け取る際に「必要なもの」
①来庁者の印鑑 (認印可 )
②ご本人または同一世帯の方が受け取る場合・・・ＡまたはＢの本人確認書類
　※住所が一緒でも世帯を分けている場合は同一世帯ではありませんのでご注意ください。

旧串本町の方は役場本庁舎
旧古座町の方は役場古座分庁舎

にて保管しています。串本町では平成２８年
３月末まで保管する予定です。｝

Ａ：次のうち１点

Ｂ：Ａをお持ちでない方は、次のうち２点

運転免許証・パスポート・住民基本台帳カード (写真付 )・身体障害者手帳・精神障害者
保健福祉手帳・在留カードなど

健康保険証・介護保険証・医療受給者証・年金手帳・公的年金証書・社員証・学生証・在
学証明書・預金通帳など　　（※氏名と、生年月日または住所の記載が確認できるものに限ります。）

③法定代理人または任意代理人が受け取る場合・・・代理人の印鑑に加え次のⅰ～ⅲすべて
★既に相談に来ていただいた方に対してⅲの説明ができていない方がいます。大変申し訳ありませんが、

　次のとおり決定しましたので、よろしくお願いいたします。

ⅰ )カードに記載されるご本人の本人確認書類　・・・　上段に同じ (Ａ１点またはＢ２点 )
ⅱ )代理人の本人確認書類　　　　　　　　　　・・・　上段に同じ (Ａ１点またはＢ２点 )
ⅲ )代理人の代理権を証明する書類

◎法定代理人の場合：戸籍謄本・成年後見登記事項証明　などその資格を証する書類
(作成後３ヶ月以内のもの )

◎任意代理人の場合：委任状　役場に委任状の様式を置いています。
　　　　　　　　　　（任意でもかまいませんが、不備がある場合は受付できません。）

～　不在で受け取れなかった場合の受け取りについて　～
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講師 露
つゆ

の団
まる こ

姫　氏

　住民課からのお知らせ

人権講演会のお知らせ

～自分を大事にしようと
　思える命のメッセージ～
生まれてきてくれてありがとう。
生きてるだけで感謝感謝。
あなたがいないと世の中始まらないって知ってました？
あなたは自分が知らないだけで、とっても大切な宝物な
のです。

（落語家）
◇開催日時
　平成２７年１２月８日（火）
午後7時～午後8時30分【入場無料】

◇会場
　串本町文化センター　ホール

【経歴】
１９８６年生まれ。上方落語協会所属の
落語家。兵庫県尼崎市在住。
高座の他にもテレビ・ラジオで活躍中。
小さい頃からの「死」に対する恐怖をキッ
カケに仏教に触れ、高校在学中に人生指
針となる法華経に出会う。落語家になる
か尼さんになるか悩む中、落語の創始者、
初代・露の五郎兵衛が僧侶であり、説法
をおもしろおかしく話したことが落語の
起源と知り、高校卒業を機に初代・露の
五郎兵衛の流れを組む露の団四郎へ入門。
３年間の内弟子修行を経て主に古典落
語・自作の仏教落語に取り組んでいる。

※会場は駐車台数に限りがありますので、できる限り乗
　り合せてご来場ください。

◇主催　串本町人権委員会
◇後援　串本町、串本町議会、串本町教育委員会、
　　　　串本町PTA連絡協議会、串本町教育研究会
◇お問い合わせ先
　串本町役場住民課　℡０７３５－６２－０５６１

　産業課からのお知らせ

森林の伐採について
　森林の伐採をする場合には、森林法に基づく
伐採の届出または許可申請が必要となります。
伐採面積が小さくても対象となり、行為を行う
９０日～３０日前までに届出等を行わなければ
なりません。無届伐採を行った場合、罰金に処

される場合があります。詳しくは、役場産業課
までお問い合わせください。
◇お問い合わせ先
　串本町役場産業課
　℡０７３５－６２－０５５８
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　税務課からのお知らせ

町税等徴収のため「タイヤロック」を実施します！
　税金は、教育・福祉・道路整備など私たちの
生活に欠かせない行政サービスを提供する上で
非常に貴重な財源となります。
　町税の滞納は、町の財政を圧迫し、納期内に
納めている大多数の町民の皆さまとの公平性を
欠く行為です。
　現在、町では再三の納税催告に応じない滞納
者などに対して、預貯金や生命保険等の差押え
を行っておりますが、今後は「タイヤロック」
による自動車（普通自動車、軽自動車、オート
バイ等）の差押えを新たに実施し、より一層税
収の確保に取り組みます。
◇お問い合わせ先
　串本町役場税務課　徴収グループ
　℡０７３５－６２－０５８６

※タイヤロックや公示書を損壊すると、地
方税法第３３２条、第３７４条、第
４６０条等、あるいは刑法第９６条、第
２４２条または２５２条等により罰せら
れることがあります。

◇対象要件
　昭和５６年５月３1日以前に着工された木造
住宅 (２階建以下、延床面積２００㎡以下 )で、
町の委託者が行う耐震診断において、耐震性が
ない ( 評点１．０未満 ) と診断された住宅に居
住する世帯。
※ただし、応募者多数の場合は高齢者、障がい
　者世帯を優先して補助するものとします。

◇補助内容
　耐震ベッド、耐震シェルターの設置工事に要
する費用の２／３（上限２６万６千円）を補助。
◇募集締切
　平成２７年１２月２８日（月）
◇お問い合わせ先
　串本町役場総務課　防災・防犯グループ　
　℡０７３５－６２－０５５５

　総務課（防災防犯グループ）からのお知らせ

耐震ベッド、耐震シェルターの
設置工事補助制度について
　串本町では、地震による住宅倒壊から最低限、命だけは守るための取
組みとして、耐震ベッド、耐震シェルターの設置工事に対して、補助金
を支給します。設置をお考えで下記の要件に該当される方は、ぜひご利
用ください。
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 News
税務課からのお知らせ

家屋を取り壊したとき、新築、増築したときは、
連絡をお願いします。
　家屋 (物置や車庫も含む )の一部または全部を取り壊
した方、または年内に取り壊す予定のある方、新築や増
築をされた方は、お手数ですが１２月２５日までに税務
課へご連絡ください。
(年内に登記された方は、連絡不要です )

　取り壊しに関して、上記の期日を過ぎてからのご連絡
となった際は、取り壊した日付が分かる書類などの提出
をお願いします。

※固定資産税は、毎年１月１日に存在するものに対して課税されますので、年の途中に家屋を取り
　壊されても、その年度は税金を納めていただくことになります。

◇お問い合わせ先
　串本町役場税務課　固定資産税係　℡０７３５－６２－０５８６

　住民課からのお知らせ

後期高齢者医療制度に加入されている皆さまへ
　１１月下旬から１２月上旬にかけ、ジェネリック医薬品を使用した場合、１か月の自己負担額が
２００円以上軽減される可能性がある方を対象に

　患者負担の軽減や医療保険財政の改善のため、ジェネリック医薬品の使用をご検討ください。

ジェネリック医薬品使用促進のお知らせを送付しています。

※ジェネリック医薬品への切り替えを強制するものではありません。
※お薬によっては、ジェネリック医薬品への切り替えができない場合もあります。
　かかりつけの医師または薬剤師にご相談ください。

◇お問い合わせ先
　後発医薬品利用差額通知コールセンター
　フリーダイヤル　０１２０－５３－０００６（通話無料）
◇発行元　　　
　和歌山県後期高齢者医療広域連合　　℡０７３－４２８－６６８８
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　住民課からのお知らせ

　平成２６年度の串本町会計の決算が公表されました。国保特別会計についても歳入歳出総額が示
されていますが、より詳しく紹介したいと思います。

平成２７年度　国保税率を見直します（10）

 News

国保財政の仕組み

◇お問い合わせ先　串本町役場住民課　℡０７３５－６２－０５６１

　国保会計の仕組みですが、串本町の場合、
簡単に図で示すと右図のようになります。

歳
出

歳
入

各種費用

各種収入一般会計からの
財源補てん

前年度の収入
不足に充用

不足分

平成26年度決算の詳細

　平成２６年度の歳出では、医療費が最も多
くなっていますが、後期高齢者制度への支援
金、前年度の収入不足に充てた繰上げ充用が、
かなり大きいことが分かります。
　歳入に目を向けると、社会保険などから支
払われる前期交付金、国から支払われる国庫
支出金、一般会計からの繰入金が大部分を占
め、大きな財政援助を受けていることが分か
ります。
　それでもなお、会計全体の３％におよぶ収
入不足（８千万円弱）が生じており、引き続
き財政改善について考えていかなければなら
ない状況です。

医療費等
58%

共同事業拠出金
　　　　  12%

平成２６年度 
　　歳出状況

後期支援金
　　  11%

前年度へ充用
　　 　   6%

一般会計繰入金
　　　　  12%

平成２６年度 
　　歳入状況

収入不足
　　 3%

前期交付金
　　  24%

国庫支出金
　　  23%

保険税
  13%

共同事業交付金
　　　　  11%

　住民課（環境グループ）からのお知らせ

飼い主が放置した犬のフンを片付けている方々がいます
　最近、飼い犬のフンの放置に関する苦情が多く寄せられています。
　「和歌山県動物の愛護及び管理に関する条例」では、「飼い犬が道路、公園その他の公
共の場所においてフンを排せつした場合には、直ちに当該フンをその場から除去する等
適正に処理すること。」とされており、違反者には直接指導を行う場合があります。
　散歩をさせるときは、ビニール袋などを携帯し、飼い主が責任を持ってフンを持ち帰りましょう。
◇指導に関するお問い合わせ先
　新宮保健所串本支所　℡０７３５－７２－０１３６
　住民課環境グループ　℡０７３５－７２－００８３
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平
成
27
年
秋
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、

濵
口

　
二
さ
ん
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　
濵
口
さ
ん
は
、
39
年
９
ヶ
月
の
長
き

に
わ
た
り
、
消
防
団
員
と
し
て
、
地
域

の
安
全
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
、
串
本
町

消
防
団
副
団
長
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
団
員
と
し
て
心
掛
け
て
い
た
こ
と
は

「
サ
イ
レ
ン
と
同
時
に
現
場
に
走
る
こ

と
」
と
い
う
濵
口
さ
ん
は
、
受
章
に
つ

い
て
「
消
防
団
員
と
し
て
当
然
の
こ
と

を
し
て
い
た
だ
け
な
の
で
、
本
当
に
驚

い
て
い
ま
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

消
防
団
員
と
し
て
活
躍

濵
口

　 二
さ
ん
に
瑞
宝
単
光
章瑞宝単光章を受章された濵口さん。

手
製
ち
り
と
り
を
寄
付

　
長
年
、
公
共
機
関
や
教
育
機
関
に
手

作
り
の
ち
り
と
り
を
寄
付
し
て
い
た
だ

い
た
、
南
博
さ
ん
に
田
嶋
町
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
２
０
０
０
個
を
超
え
る
ち

り
と
り
を
寄
付
し
て
き
た
南
さ
ん
。
受

け
取
っ
た
人
か
ら
、「
使
い
や
す
い
」

と
い
う
お
礼
の
言
葉
や
手
紙
が
届
く
の

が
本
当
に
嬉
し
い
と
の
こ
と
。

　
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
南
さ
ん
は

「
こ
れ
か
ら
も
体
が
健
康
な
う
ち
は
、

ち
り
と
り
を
作
り
、
寄
付
を
続
け
て
い

き
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

南
博
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈

子
ど
も
た
ち
が
津
波
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
を
学
ぶ

共
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
学
習
講
座
を
開
催

　
10
月
22
日
、
京
都
サ
ン
ガ
F
・
C

の
池
上
正
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、

子
育
て
講
演
会
が
串
本
町
文
化
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
池
上
さ
ん
は
「
親
が
変
わ
ら
な
い
と
、

子
ど
も
は
絶
対
に
変
わ
ら
な
い
。
叱
っ

た
り
殴
っ
た
り
で
は
な
く
、
問
い
か
け

る
こ
と
が
大
切
。
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
で
心
を
通
じ
合
わ
せ
て
ほ
し

い
。」
と
来
場
者
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

講演を行う池上正さん。

　
10
月
20
日
、
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

に
て
、
和
歌
山
工
業
高
等
専
門
学
校
の

小
池
信
昭
教
授
を
お
招
き
し
、
町
内
の

小
学
校
高
学
年
を
対
象
に
、
共
育
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
学
習
講
座
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
小
池
教
授
は
、
津
波
が
発
生
す
る
メ

カ
ニ
ズ
ム
や
発
生
時
の
行
動
方
法
な
ど

を
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
、
小
学
生

の
質
問
に
も
丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

津波のメカニズムなどを説明する小池教授。

田嶋町長から感謝状を手渡される南さん。

子
育
て
は
叱
ら
ず
問
い
か
け
る
こ
と
が
大
事

子
育
て
（
児
童
虐
待
防
止
啓
発
）
講
演
会
を
開
催
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Town Topics

多
く
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
た
秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

第
11
回
串
本
町
民
大
運
動
会

　
こ
の
訓
練
に
は
、
警
察
、
海
上
保
安

庁
、
航
空
自
衛
隊
も
参
加
。
各
機
関
と

の
通
信
訓
練
も
実
施
さ
れ
、
警
察
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
の
映
像
が
本
部
に
送

ら
れ
、
災
害
状
況
や
避
難
状
況
な
ど
を

確
認
。
消
防
、
警
察
、
海
上
保
安
庁
、

航
空
自
衛
隊
合
同
に
よ
る
倒
壊
家
屋
か

ら
の
被
災
者
救
助
訓
練
も
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
講
評
で
田
嶋
町
長
は
「
人
間
の
力
で

は
地
震
、
津
波
は
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

被
害
を
小
さ
く
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
訓
練
を

続
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。」
と

述
べ
ま
し
た
。

い
つ
か
起
こ
る
災
害
で
命
を
守
る
た
め
に

町
内
各
地
で
避
難
訓
練
を
実
施

消防、警察、海上保安庁、航空自衛隊
の合同で行われた救助訓練。

　
今
年
で
11
回
目
を
迎
え
た
串
本
町
民

大
運
動
会
が
、
11
月
１
日
、
サ
ン
・
ナ

ン
タ
ン
ラ
ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

町
内
各
地
区
か
ら
多
く
の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
会
で
は
、
子
ど
も
か
ら
年

配
の
方
ま
で
、
幅
広
い
年
代
の
方
が
楽

し
め
る
様
々
な
競
技
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
当
日
は
、
曇
り
空
で
少
し
肌
寒
い
天

候
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
し
た
皆
さ

ん
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
７
日
、
町
内
の
各
所
で
津
波
避

難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
紀
伊
半
島
沖
か
ら
四
国
沖
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
１
の
地
震

が
発
生
し
、
和
歌
山
県
沿
岸
に
大
津
波

警
報
が
発
生
さ
れ
た
と
い
う
想
定
で
行

わ
れ
、
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
流
れ
る
と
、

訓
練
参
加
者
が
、
近
く
の
高
台
へ
と
避

難
を
始
め
ま
し
た
。

　
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、
災
害
対

策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
各
地
区
と
の
通

信
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①線路を渡り、避難を行う訓練参加者。②高台へ駆
け上がる園児ら。③本部ではヘリからの映像を確認。

1

2

3
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保健センターだより

※健診・教室等についてのお申し込み・お問い合わせは、
　保健センター（℡０７３５－６２－６２０６）まで

※時間・内容等についてのお問い合わせは保健センター
　までお願いします。

12月の行事カレンダー

※各事業の対象となる方には個別にご連絡しています。

実施日 内容
12月 3日（木） ３歳６ヶ月児健診

12月 4日（金） 未就園児親子教室きらきらくらぶ

12月 8日（火） １０ヶ月児健診

12月12日（土） 就園児親子教室おひさまくらぶ

12月15日（火） かるがもひろば

12月17日（木） ２歳６ヶ月児健診

12月18日（金） 未就園児親子教室きらきらくらぶ

12月24日（木） ４ヶ月児健診

母子関係事業 成人関係事業

実施日 内容（場所）

12月15日（火）
健康相談　（保健センター）

13:30～ 15:00

12月17日（木）

献血（矢倉甚兵衛様宅前駐車場）

10:00～ 12:00、13:00～ 16:00

※ライオンズクラブ協賛

 

「歯周疾患検診」を無料で受けられる期間はあとわずか！

　平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日までの間で４０歳・５０歳・
６０歳・７０歳になる方は今年度無料で検診が受けられます。
　受診期間は１２月２８日（月）までとなります。（対象者には個別通知しています。）

※特定健診・がん検診の個別検診は平成２８年１月３０
　日まで受診できます。

女性は、閉経期を迎えて女性ホルモンの分泌が低
下すると急激に骨密度が減り、骨折等の危険が増え
ます。この機会に骨粗しょう症について一緒に勉強
しましょう。

骨粗しょう症予防教室を開催します！

骨

　
量

年　齢

最大骨量
（ピーク・ボーン・マス）

骨折をおこしやすい範囲
骨密度70％未満

閉経

閉経後の
急な減少

加齢による骨量の変化

◇日時
　平成２８年１月３０日（土）
　午前１０時～（受付　午前９時３０分）
◇会場
　串本町保健センター２階
◇対象者
　４０歳代・５０歳代の女性（先着５０名）
◇申込締切日
　平成２８年１月８日（金）

◇内容
　①関西医療大学　紀平為子先生の講話
　②運動・骨密度測定・食事の試食
◇お申し込み・お問い合わせ先
　保健センター　℡６２－６２０６

～　６０歳で２４本、８０歳で２０本を目標に自分の歯を維持しましょう！　～
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場　　所 日　　時

古座分庁舎りぼん
１日､３日､８日､１０日､１４日､１７日､
２２日、２４日（９時～１２時･１３時～１６時）

串本町文化センター １６日（９時～１２時）

１２月の子育て相談日程

◇日　時　平成２７年１２月１０日（木）
　　　　　午後１時～午後２時３０分
◇対　象　お子さんをお持ちの全ての親
◇講　師　トリプルＰ認定ファシリテーター
◇参加費　無料
◇託　児　有り（先着１５名まで）
◇場　所　串本町保健センター

高血圧について③
管理栄養士のおはなし⑧

家庭での血圧の正しい測り方

　日本で一番多い生活習慣病である高血圧。
　今月号では、血圧の正しい測り方について説明します。放置すると大病の
発症リスクが高まる高血圧。正しい測り方を身に付け大病を予防しましょう。

◇測定は朝と夜の２回
◎朝は起床後３０分以内
※排尿後で朝食前、なお降圧
　薬を服薬中の人は服薬前
◎夜は就寝３０分前
※飲酒後や入浴後は、血圧が
　低めになるため避ける

◇測定は２回、間隔をあけて
◎リラックスした状態で測定
※イスに座って１～２分ほど
　体の力を抜き、その後、測
　定する
◎測定は２回実施
※どちらの値も記録する

◇測定部位は心臓と同じ高さ
◎高さを調整
※測定部位と心臓が同じ高さ
　になるように調整する
※測定位置が低い場合は、ひ
　じの下にタオルなどを置い
　て高さを調整する

『保護者支援プログラム』講演会を開催します。
参加希望の方は子育て支援室「りぼん」までお電話でお申し込みください。
（託児保育もあります。ご利用される場合はご連絡ください。）

◇お問い合わせ先 　
　〒６４９ー４１９２   串本町西向３５９　古座分庁舎内　℡０７３５ー６７ー７０１０

※家庭測定での高血圧の基準は、１３５／８５mmHg以上となり病院の基準より少し低くなります。
　家庭血圧が１３５／８５mmHg以上の場合は仮面高血圧と呼ばれ、管理が必要となります。

　誰もが持っている子育ての悩みは、ちょっ
とした方法や技術を学ぶことで、子どもとの
関わりをよい方向に変えることができます。
　参加学習型プログラムを平成２８年１月か
ら実施しますが、まずはプログラムについて
のミニ講演会を行いますのでご参加ください。
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■くしもと町立　　　もと町立　　
　　　病院コーナー ■病院コーナ

Vol.44

適量摂取で肝臓に負担をかけないようしましょう。

【栄養サポート】
年末年始はお酒を飲む機会も多くなりますが、適量を超え

る飲酒が重なると、高血圧や糖尿病などの危険因子となった
り、さまざまな肝機能障害を引き起こすことになります。

インフルエンザ　～症状と予防、対応まで～
　今年もインフルエンザが流行する時期（１２月～３月頃）をむかえ
ました。インフルエンザは一旦流行が始まると、短期間に膨大な数の
人を巻き込み、お子さんではまれに急性脳症を、ご高齢の方や免疫力
の低下している方では重症化することがあります。
　感染予防を心がけるとともに、発症した場合にはできるだけ早く医
療機関で受診しましょう。

○外出後の手洗い、うがい
ウイルスを除去するために、石けんによる手
洗いやうがいは非常に効果的です。

○適度な湿度の保持
空気が乾燥すると、のどの防御機能が低下し、　
インフルエンザにかかりやすくなります。
室内は５０～６０％の湿度を保つのが効果的。

○十分な休養と栄養
免疫力を高めるために、休養や栄養を十分と
りましょう。

○人混みに出るときはマスクを着用
インフルエンザ流行時には、人混みに出るの
を避け、やむを得ず出る場合には、マスクを
着用しウイルスの侵入を防ぎましょう。

○流行前のワクチン接種
予防接種希望の方は、かかりつ
け医、あるいは最寄りの医療機
関にお問い合わせください。

インフルエンザの予防方法

※医療機関によっては既に受付を終了して
　いる場合があります。ご注意ください。

インフルエンザと風邪の違い
インフルエンザ 風　邪

主症状 全身症状
頭痛、関節痛、　
筋肉痛、のどの
痛み、鼻水など

局所的症状
くしゃみ、鼻水、　
鼻づまりなど

発　熱 ３８℃以上の急な発熱 無いもしくは３７℃台

インフルエンザにかかったら
○十分な水分を補給しましょう
　お茶でも、ジュースでも飲みたいもので構
　いません。
○安静にして休養
をとりましょう
　学校や仕事は休んでください。
○マスクをつけましょう
　周りの人への感染を防ぐため、マスクは正
　しく着用しましょう。
○早めに医療機関で治療を受けてください
　症状が出てから日数が経ちすぎると薬の効
　果も十分には期待できないことがあります。

※一日の飲酒の目安は、純アルコール量で２０～４０g程度です。
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※ご本人・ご家族から希望があった方を掲載しています。

　掲載を希望される方・されない方は、届出の際に窓口にお申し出ください。

（１０月受付分　敬称略）
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ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

年末年始の業務について
年末年始における各施設の業務は以下のとおりとなります。
役場は１２月２８日（月）に仕事納め、１月４日（月）に仕事始めとなります。

※休業期間中は、役場では各種証明書の発行は行っておりません。
※図書館は図書整理のため、１２月２７日(日)は休館となります。

26日
（土）

27日
（日）

28日
（月）

29日
（火）

30日
（水）

31日
（木）

1日
（金）

2日
（土）

3日
（日）

4日
（月）

5日
（火）

役場 休 休 ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○

文化センター ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 ○

図書館 ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○

くしもと病院 休 休 ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○

総合運動公園 ○ ○ 休 ○ ○ 休 休 ○ ○ 休 ○

サンゴの湯 ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 ○ ○ ○ ○

B＆G海洋センター ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 ○ ○
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募
集

き
の
く
に
フ
レ
ン
ズ

の

募

集

に

つ

い

て

和
歌
山
県
観
光
連
盟
で
は
、
「
き
の
く

に
フ
レ
ン
ズ
」
を
募
集
し
ま
す
。

▼
委
嘱
期
間

平
成
28
年
４
月
１
日

〜
平
成
29
年
３
月
31
日
（
１
年
間
）

▼
募
集
人
数

３
名

▼
業
務
内
容

観
光
P
R
活
動

▼
応
募
資
格

（1）
県
内
在
住
ま
た
は
出
身
の
満
18
歳
以
上

（
平
成
28
年
３
月
31
日
現
在
、
高
校
生

除
く
。
）
で
、
協
調
性
に
富
み
、
明
朗

で
健
康
な
方
。
性
別
問
わ
ず
。

（2）
県
観
光
連
盟
が
随
時
指
定
す
る
日
に
、

業
務
に
従
事
し
て
い
た
だ
け
る
方
。

（3）
他
の
同
様
の
募
集
等
で
入
選
し
、
委
嘱

期
間
中
、
そ
の
主
催
団
体
の
拘
束
を
受

け
る
こ
と
の
な
い
方
で
芸
能
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
等
と
専
属
契
約
の
な
い
方
。

▼
提
出
書
類

履
歴
書
１
通

▼
提
出
先
（
郵
送
ま
た
は
持
参
）

〒
６
４
０
‐
８
５
８
５

和
歌
山
市
小
松
原
通
１
丁
目
１
番
地

観
光
振
興
課
内

（
公
社
）
和
歌
山
県
観
光
連
盟

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
係

▼
提
出
期
限

平
成
28
年
２
月
５
日
（
金
）<

必
着>

▼
審
査
日
・
審
査
場
所

平
成
28
年
２
月
13
日
（
土
）

和
歌
山
県
民
文
化
会
館
４
階

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

（
公
社
）
和
歌
山
県
観
光
連
盟

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ

℡
０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
７
７
６

お
知
ら
せ

「
人
権
の
つ
ど
い
」
の

開

催

に

つ

い

て

▼
日
時

平
成
27
年
12
月
19
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所

串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

○
第
１
部

中
学
生
吹
奏
楽
演
奏

午
後
１
時
〜
午
後
１
時
30
分

○
第
２
部

「
第
35
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
」
県
大
会
表
彰
式
と
作
文
朗
読

午
後
１
時
40
分
〜
午
後
２
時
50
分

○
第
３
部

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
「
君
と
し
あ
わ

串本町の人口と世帯

人口
男性
女性
世帯

平成27年10月末現在（前月比）
17,359人（－ 29）
8,115人（－14）
9,244人（－15）
8,913世帯（－   9）

火災件数（1月からの累計）
建物
林野
その他
合計

3件
0件
1件
4件

救急件数（1月からの累計）
交通
急病
その他
合計

72件
781件
280件
1133件

連絡先
串本町役場本庁舎
串本町役場古座分庁舎
くしもと町立病院
串本町教育委員会
文 化 セ ン タ ー
串 本 町 図 書 館
保 健 セ ン タ ー

℡62‐0555
℡ 72‐0081
℡ 62‐7111
℡ 72‐0017
℡ 62‐0006
℡ 62‐4653
℡ 62‐6206

町内放送案内（放送内容が聞けます）
0120‐928‐649（フリーダイヤル）

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

お持ち帰り・お弁当できます
配達はご相談ください

１２月４日（金）～１０日（木）
みんなで築こう　人権の世紀

～考えよう　相手の気持ち　育てよう　思いやりの心～

　１２月１０日は「人権デー」です。１９４８年のこの日「世界
人権宣言が国連で採択され、今年で６７年目を迎えました。世界
中の全ての人はみんな同じ人権を持つ、かけがえのない存在です。
それぞれの個性や生き方の違いを大切にして、全ての人の人権が
尊重される豊かな社会をつくりましょう。
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せ
〜
輝
く
命
の
た
め
に
〜
」

　
新
井
宗
平
さ
ん
，
新
井
咲
さ
ん

　
午
後
３
時
〜
午
後
４
時

▼
定
員

　
３
０
０
名
（
入
場
無
料
）

▼
参
加
方
法

　
事
前
申
込
み
（
当
日
の
参
加
も
可
）

▼
そ
の
他

　

　
一
時
保
育
（
事
前
申
込
み
要
）

　
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
東
牟
婁
振
興
局
総
務
県
民
課

　
℡
０
７
３
５
‐
２
１
‐
９
６
０
７

労
働
保
険
の
加
入
に
つ
い
て

　
正
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、

雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
と
り
で
も

労
働
者
を
雇
っ
て
い
る
場
合
、
事
業
主
は
、

労
働
保
険
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
、
そ

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
和
歌
山
労
働
局
、
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
和
歌
山
労
働
局

　

　
℡
０
７
３
‐
４
８
８
‐
１
１
０
２

　
新
宮
労
働
基
準
監
督
署

　
℡
０
７
３
５
‐
２
２
‐
５
２
９
５

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
串
本

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
１
２
１

平

成

27
年

度

職

員

募

集

に

つ

い

て

　
新
宮
周
辺
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

（
以
下
、
事
務
組
合
）
で
は
平
成
28
年
４

月
１
日
採
用
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

◇
採
用
職
種
お
よ
び
応
募
資
格

　
一
般
事
務
職

　
１
名

　
高
等
学
校
卒
業
（
ま
た
は
同
等
）
以
上

の
学
力
を
有
す
る
人
ま
た
は
平
成
28
年
３

月
に
卒
業
見
込
の
人
で
、
昭
和
60
年
４
月

２
日
以
降
に
出
生
し
た
人
。

◇
申
込
用
紙
配
布
期
間

　
平
成
27
年
12
月
１
日
（
火
）
か
ら

◇
申
込
用
紙
配
布
場
所

　
事
務
組
合
管
理
事
務
所
、
新
宮
市
企
画

調
整
課
、
串
本
町
企
画
課
、
那
智
勝
浦
町

総
務
課
、
太
地
町
総
務
課
、
古
座
川
町
総

務
課
、
北
山
村
総
務
課

◇
申
込
受
付
期
間

　
平
成
27
年
12
月
７
日
〜
12
月
24
日

◇
申
込
受
付
場
所

　
新
宮
市
佐
野
２
１
１
７
‐
２

　
新
宮
周
辺
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
事
務
組
合

　
管
理
事
務
所

　

　
℡
０
７
３
５
‐
３
１
‐
５
６
０
１

　
　
０
７
３
５
‐
３
１
‐
５
６
０
３

冠婚葬祭、イベント送迎。団体でのご旅行などにご利用ください

TEL:0735－62－0695　FAX:0735－62－0696

串本タクシー株式会社

小型貸切バス 御好評運航中

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

 

今
月
の
納
税

▼
納
期
限

　
12
月
25
日
（
金
）

　
○
固
定
資
産
税
（
３
期
）

　
１
月
４
日
（
月
）

　
○
国
民
健
康
保
険
税
（
９
期
）

　
○
介
護
保
険
料
（
９
期
）

　
○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
６
期
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
地

　
方
税
法
に
基
づ
く
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

　
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

◎
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場

　
税
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
８
６

 

相
談

▼
特
設
人
権
相
談

　 12
月
７
日
（
月
）

　
　
会
場

　
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
串
本
町
役
場
古
座
分
庁
舎

▼
人
権
行
政
相
談

　
12
月
17
日
（
木
）

　
　
会
場

　
古
座
漁
村
セ
ン
タ
ー

▼
行
政
相
談

　
12
月
10
日
（
木
）

　
　
会
場

　
古
座
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
開
催
時
間
は
各
相
談
と
も

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
で
す
。
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12
月
５
日
、

　
　
全
国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

１
２
５
年
の
時
を
経
て
、

今
初
め
て
明
か
さ
れ
る〈
真
実
〉の
物
語
。
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